
定期
連載

教えて その先の笑顔のため、いまできること
SDGs
とは?

自分の子どもや孫たちが暮らす未来に、住みやすい地球（世界）を
残すため掲げられた全世界の人が取り組むべき目標

あなたもぜひ
SDGsに
取り組んで
みませんか？

普段の仕事の内容を教えてください

　平日はあすなろホームでわかめの加工などの仕事を行
い、休日にはアトリエで絵を描いています。また、市内
外での展示会や市内中学校でのワークショップも行って
います。

SDGsに関する主な取組内容を教えてください

　絵を介して障がいのある人への理解が広がることを願
い、さまざまなことに取り組んでいます。その一つとし
て、アトリエを障がいのある人でも安心して来ることが
できるサロンとして開放し、つながりを感じられる居場
所づくりを進めています。

SDGsに関する取り組みの展開、 目標などがあればお聞かせください

　今後は学校でのワークショップや講義、市内での展示機会を増やしたいと思っています。子ども
の頃から障がいがある人と触れ合うことで、そうした人が身近にいることが当たり前になる、そし
てお互いが「壁」を感じることがなくなり、分かり合える社会を目指していきます。

これからの陸前高田市をどんなまちにしていきたいですか

　さまざまな人がお互いの個性を認め合い、隠さなくてもよいまちを目指し、障がいの有無に関わ
らず誰にでも優しい、「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」を推進していきた
いと思っています。

アトリエ　田﨑

作家 田
た

﨑
ざ き

 飛
あ す か

鳥さんとご両親

右から２番目が飛鳥さん
中央の作品は『森の道-青い森』の原画

本市は、令和元年（2019年）7月に「SDGs未来都市」に県内で初めて選定されました。
「その先の笑顔のため、いまできること」編では、本市でSDGsの達成に向け積極的に取り組んでいる
人・団体、関連イベントなどを紹介しています。　

立
教
大
学
は
市
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
市
内
に

新
た
に
「
立
教
大
学
陸
前
高
田
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
広
報
で
は
「
立
教
大
学
陸
前
高
田

サ
テ
ラ
イ
ト
通
信
」
と
し
て
、
引
き
続
き
本
学
の
活
動
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
立
教
大
学
は
、
岩
手
大
学
と
と
も
に
『
陸
前
高

田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
』
を
８
年
間
に
わ
た
り
共
同
管

理
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
旧
高
田
東

中
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
た
本
キ
ャ
ン
パ
ス
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
愛
称
を
「
ゆ
め
キ
ャ
ン
」
と
決
め
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
「
グ
ロ
キ
ャ
ン
」
と
い
う
呼
び
名
で
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
由
に
利
用
で
き
る
電

動
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
の
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
作
業
を
し

た
り
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
に
は
最
適
の
場
で
し
た
。
そ

の
他
に
も
、
高
田
・
今
泉
・
長
部
の
昔
の
街
並
み
を
再
現

し
た
神
戸
大
学
製
作
の
『
陸
前
高
田
市
街
地
模
型
』
を
常
設

展
示
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
３
月
以
降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
人
が
集
ま
る
こ
と
自
体
が
困
難
に
な
り
、

私
た
ち
も
直
接
陸
前
高
田
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
も
ど
か

し
い
時
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
３
月
末
で
「
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ

ス
」
は
閉
所
と
な
り
ま
し
た
が
、
立
教
大
学
と
し
て
は
引
き

続
き
陸
前
高
田
市
に
お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
を
継
続
し

た
く
、
市
に
対
し
て
新
た
な
活
動
拠
点
の
設
置
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。

立 教 大 学 陸 前 高 田 サ テ ラ イ ト 通 信

　
そ
し
て
こ
の
た
び
、
市
立
博
物
館
に
隣
接

し
て
い
る
陸
前
高
田
高
等
職
業
訓
練
校
の
一

室
を「
立
教
大
学
陸
前
高
田
サ
テ
ラ
イ
ト
」と

し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
専
用
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市

街
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
も
学
生
た

ち
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
ま
ち
な
か
を
歩
く
こ

と
が
増
え
そ
う
で
す
。
ま
ち
な
か
に
活
動
拠

点
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
陸
前
高
田
に
来
た

学
生
た
ち
が
建
物
内
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

で
き
る
だ
け
外
を
歩
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

交
流
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
ま
ち
な
か
で
学
生
た
ち
を
見
か
け
た

ら「
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
」「
ど
こ
の
大
学
な

の
？
」
と
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
学

生
た
ち
は
東
京
か
ら
片
道
５
時
間
ほ
ど
か
け

て
陸
前
高
田
に
来
て
い
ま
す
。
見
知
ら
ぬ
土

地
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
色
々
な
話
が

で
き
れ
ば
、
一
生
の
想
い
出
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
陸
前
高
田
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
言

葉
は
そ
れ
ほ
ど

の
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
の
で

す
。
ぜ
ひ
、
積

極
的
に
若
者
に

陸
前
高
田
の
こ

と
を
教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
の
た
び
開
所
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
:７
月
13
日
㈰
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

場
所
:市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル　
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
ホ
ー
ル

内
容
:

❶ 

開
会
挨
拶（
立
教
大
学 

総
長 

西に
し

原は
ら

廉れ
ん

太た

）

❷ 

立
教
大
学
の
取
り
組
み
（
立
教
大
学 

陸

前
高
田
サ
テ
ラ
イ
ト
長 

松
山
真
、
地
域

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

岡お
か
崎ざ
き
智と
も
子こ

）

❸ 

取
組
報
告（
立
教
大
学 

学
部
生
２
名
）

❹ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
立
教
大
学 

陸
前
高
田
サ
テ
ラ
イ
ト
長 

松
山
真
、
立

教
大
学 

学
部
生
２
名
）

❺ 

閉
会
挨
拶（
陸
前
高
田
市
長  

佐
々
木
拓
）

参
加
申
込
:不
要

問
い
合
わ
せ
先
:市
役
所
企
画
政
策
課
政
策

広
報
係（
内
線
３
３
２
）

開
所
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
！

立
教
大
学
は
、
新
た
に

「
立
教
大
学
陸
前
高
田

サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
し
ま
す

立
教
大
学
陸
前
高
田
サ
テ
ラ
イ
ト
長　
松ま

つ

山や
ま　
真

ま
こ
と

問い合わせ先 　立教大学陸前高田サテライト事務局 ☎03（3985）4967

立教大学陸前高田サテライト

陸前高田高等職業訓練校

大阪 ・ 関西万博で田﨑飛鳥さんの作品が展示されています

　田﨑飛鳥さんの作品『森の道-青い森』が
全長約13㍍の巨大壁面アートとして大阪・
関西万博で展示されています。
　本作品は、直立する樹々の間を吹き抜け
る涼やかな風とともに、生命が静かに息づ
くような景色が描かれています。
　大阪・関西万博会場内の緑地プロジェク
ト「静けさの森」エリアに隣接する建築物の
外壁に、10月13日（月・祝）まで展示され
ていますので、万博を訪れた際はぜひご覧
ください。

『森の道-青い森』
（写真提供：虎の子スタジオ）
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